
 

 

愛川町（神奈川県） 

 

（１）事業実施期間 

平成 23 年 1 月 7 日（金）から平成 23 年 1 月 20 日（木）まで 

 
（２）運営スケジュール 

貸与期間中、図表-1のようなスケジュールで貸与された燃料電池自動車を活用し、市

民等への普及啓発に努めた。 

 

図表-1 運営スケジュール（愛川町） 

日程 内容 

1月 7日（金） 
・車両搬入 

・担当課職員レクチャー（役場庁舎周辺） 

 9日（日） 
・愛川町一周駅伝競走大会で先導 

・一周駅伝競走大会の開催前後で展示（三増陸上競技場） 

 11日（火） 
・住民向け試乗会を実施（役場庁舎周辺） 

・移動式水素スタンドによる水素充填を公開 

 14日（金） 
・環境パトロールに使用 

（現地確認・水質調査） 

 17日（月） 
・町職員向け試乗会を実施 

（役場庁舎周辺） 

 19日（水） ・事務連絡に使用 

 20日（木） 
・事務連絡に使用 

・車両搬出 
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（３）実施内容 

期間中に図表-2のような内容で、展示・試乗会を実施し、16名の体験試乗、17名の体

験同乗、計33名の乗車体験があった。 

 

図表-2 体験試乗・同乗者の概要（愛川町） 

※運転及び同乗ともに体験した者は、運転者数だけにカウントしている。 

実施日 概要 対象者 試乗者数 同乗者数 

1／7 職員レクチャー（運転） 職員 6 －

1／9 愛川町一周駅伝競走大会で先導 住民 － 

(ｲﾍﾞﾝﾄ動

員数 

3,000人)

1／9 
一周駅伝競走大会の開催前後で展示 

（三増陸上競技場） 
住民 － 

(来場者 

約50人)

1／11 住民向け試乗会 住民 5 12

1／11 
移動式水素スタンドによる水素充填を

公開 
住民・職員 － 

(来場者 

約10人)

1／17 町職員向け試乗会を実施 職員 5 5

合 計 16 17

2



 

（４）事業の周知方法 

○愛川町広報「お茶の間通信」平成２２年１２月１５日発行 第３５８号 

発行部数 １２，０００部（町内世帯に配布） 

○「お茶の間通信」と同様の内容を町ホームページの町政情報館に掲載 

平成２２年１２月１５日から平成２３年１月１２日 

○地域情報紙「タウンニュース」に掲載 ２０１１年１月７日号 

厚木市・愛川町・清川村版 発行部数 ６９，４００部 

（厚木市・愛川町・清川村のほぼ全域に新聞折り込み） 

○「タウンニュース」ホームページ版に掲載 
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○愛川町広報「お茶の間通信」平成２２年１２月１５日発行 
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（５）利用の様子 

○平成２３年１月９日（日）午前１０時から午後０時まで 

愛川町一周駅伝競走大会で先導車として利用 

走行距離２６ｋｍ 陸上競技場・沿道での応援者等に啓発（約３，０００人） 

 

○平成２３年１月９日（日）午後０時から午後２時まで 

愛川町一周駅伝競走大会終了後、表彰式終了まで陸上競技場内で展示実施。 

来場者 約５０名 
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○平成２３年１月１１日（火）午後２時から午後３時まで 

体験乗車を役場庁舎周辺で実施。来場者１７名 

 

○平成２３年１月１１日（火）午後３時から午後５時まで 

文化会館駐車場で実施した移動式水素スタンドによる水素充填を公開。 
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（６）報道実績等 

○「ガスエネルギー新聞」平成２３年１月２６日号に掲載 

発行部数 ３１，０００部（日本全域・一部海外に配布） 
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（７）町職員による燃料電池自動車と電気自動車・ハイブリッド車との比較について 

町の公用車として導入している電気自動車・ハイブリッド車と比較した、燃料電池自

動車の特徴・利便性についての町職員の主な意見は下記のとおりである。 

 

○燃料電池自動車が優れていると感じた点 

・電気自動車と比較して充電の手間がない。 

・ガソリン車・ハイブリッド車と比較して遜色なく利用できる。 

・電気自動車より走行距離が長く、安心して長距離の走行が可能である。 

・化石燃料も使用するハイブリッド車と比較して、走行時には水しか排出しないなど環境

への貢献度が高い。 

 

○燃料電池自動車が劣ると感じた点 

・電気自動車の急速充電器の作業は、一般の人にも比較的簡単に行えるのに対して、水素

の充填は一般の人には扱いにくい。 

・水素残量のメータ表示が不安定なのか、急速に減ってしまい不安がある。 

・燃料が水素であり安全面に不安がある。 
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